
The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

45

大学入 試英語 問題 の 検討

1． 現在ま で の 経過

梶　木　隆　一

　現行 の 大学入 試制度に は い ろい ろ な 問題点が あ り， か な り以 前か らそ の改革

を 求め る声が高 くな っ て い る。 こ とに 学力検査 の 方法や 内容 は高 等学校の 教育

に も重 大 な影響 を及 ぼ す の で ， で きる限 り適 正 な もの に改善す る必 要が あ る 。

英 語 の 入 試 問題 は 大学側 の 自主的判断 と社 会の 要請 に よ っ て 次 第 に 良 い 方 向 に

進 ん で い る けれ ど も， 全 般的 に 見 れ ばま だ満足 すべ き状態 と は言 えな い
。

　JACET は創立以 来大学の 英語教育全般 に つ い て 研 究討議を重 ね て きた が ，

そ の
一 環 と して 入 試改善を

一
つ の 厂1標と して 掲 げて い る

。 毎年の 大会 に お い て

も直接 ま た は 間接 に こ の 問題 に 触れ て きた が ， と くに 1969 年 の 秋 に 七esting の

世界 的権威 と して 知 られて い る Dr ．　John　B ，　Carrollを招 い て 特別 セ ミナ ーを

開 催 し， 大学教官 ばか りで な く中高 の 英 語 教官や 心 理 学者な どが参加 して討議

した 。 そ の 結果 ，

一
同 の 総 意 をま とめ て 「大学入 試改 善の 基本的見 解」 を発 表

し た 。 そ の 内容 は要約す れ ば次 の と お りで あ る 。

　A 　将来 の 改善策

　　1．　中高大の
一 貫 した 英語 教育を め ざ して ， 中高 側 の 意 見を斟酌 して 入 試

　　　 を改 善 す る 。

　　2・　 高校の 調 査書 を重 視す る 。

　　3． 外 国語学習 の 適 性 を 測定 す る方法を加 え て ， 入試 後 の 教育 に 資す る 。

　B　現在 の 実態 に即 した改 善 策

　　1． reading に っ い て は 内容理 解 力を 測定 で き る種 々 の 設 問形 式 を工 夫 し，

　　　速 読 テ ス トを加 え る 。

　　2． writing に っ い て は和 文 英訳 に かた よ らずに 英文 の 基 礎的構成能力を

　　　測定 す る 出題 を工 夫す る
。

　　3・ hearing 七est の 実 施 に 努力 し，
　 speaking は 口 頭 で 直接 に 発表 させ る

　　　方 法を 考 え る 。

　　4． 入 試全般 に つ い て 次 の 点 に 留 意す る 。

　　　（a ） 基礎的学 力を テ ス トす る 問題 とす る 。
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　　　 （b ）　 出典は 現代英語 に 限 る 。

　　　 （C ） 語 い に つ い て は高 校の 英語教育 に過 度 な 負担が かか らな い よ うに

　　　　　 配 慮 す る 。

　　　（d ） 主観 テ ヌ トの 採点 基準 を厳格に 規定 し， 客観 テ ス トとの 適正 な 割

　　　　　 合 に つ い て 配 慮す る 。

　　　 （e ） 解 答例 の 公 表に 努力す る 。

　 JACET は以 上 の 趣 旨を広 く関係 方面 に訴 え る と同時に ， 具体 的な研究討議

を続 けて きた 。

　毎年の 入試 問題 に つ い て は ， 文部省大 学学術局 か ら　「大学入 学者選 抜試験 問

題 作成 の 参考資料」 が 各大学 に配 布 され て い る 。 ま た高校側 か らは全 国高等学

校長協会が 「大学入試問題所見集」 を 発表 して い る
。

いず れ もそ の年度 の 問題

の 中か ら適 当 な もの 及 び不 適 当な もの を選 び 出 して ， 大学側 の 反省 と考慮を求

め て い るが ， 全般的な批判検討を十分に つ くした もの で は な い
。 そ こ で JACET

で は入試 問題 検討委員 会を作 っ て ， 先 に発 表 した 基本 的見 解 に準拠 して 批 判を

加 え る こ とに した 。 委員 会 の メ ン バ ーは すべ て 大学の 英語 の 教官で あ り， 実際

の 出題 に 関係 して い る者 も含ま れて い る の で ， そ の 討議は 自己批判 また は 相互

批 判に な る場合 が少 な くない
。 しか し委員一 同は大学教官 と して で はな く， 英

語 教 育者 と して の 観点 に 立 っ て ， で きるだ け主観的な判断を抑 え るよ うに 努ガ

した 。

　そ の 結果 ，
1971年 に そ の 年度 の 問題 を批 判検討 して ， 小 冊子の 形 に ま とめ て

刊行 した 。 そ の 中の 疑問点 の 解明 に つ い て ，
日本滞在 中の 教養 あ る ア メ リ カ婦

入 27 名 の 協力を得 た 。 また 第 5 回 JACET 夏期 セ ミナ ー
の 講師 と して 来 日 し

た ハ ワ イ 大学の Dr．　Kleinj　ans お よび Dr ．　Les七er の 意見 を徴す る こ と もで き

た 。 しか し， 全 国各大学か ら出題 され た 問題 は か な りの 量 に 上 るの で ， 紙数 の

制限 や 時間 的制約 の た め に徹 底 した 検討が で きな か っ た こ とは 認 め な け れ ば な

らな い
。

そ れ に もか か わ らず ， 刊 行 の 結果 と して 多少 の 反 響 が あ り， 検討 を続

け る よ うに とい う要 望 も あ っ た の で ，
1972年に も同様の 検討集 を発表 した 。

そ

の 際 に も前 回 と 同 じよ うに 大学卒業の ア メ リカ 婦入 の 援 助 を 得 る こ と が で き

た 。

　 こ の 種 の 調査 は 1 回や 2 回 で は あま り意 味 が な い の で ， 少 くと も何年 か続 け

て 比 較 して み る必 要 が あ る 。 そ こ で 今年度 も同様 の 作業を進 め て い た が ， 諸般

の 事 情か ら今年 は検 討集 の 刊行 を 断念 しな け れ ば な らな くな っ た 。 そ の 代わ り

と して ， 諷査 検討 の 要点を こ こ に掲 げる こ と にす る 。 な お 委員会 の メ ン バ ーは

年 に よ っ て 多少 の 移 動 が あ るが ， 今年度 は梶木隆
一

， 楠瀬淳三 ， 中村敬 ， 高木
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道 信 ， 中村功 ， 森戸 由久 ， 松山正 男 ， 田 島穆 ， 若林俊輔 ， 国吉丈夫 ，

11 名で あ る 。

阿部達の

2． 1973年度問題 の 検討

　　　　　　　　　　　　　 （1）　読解 力 に関す る 間題

（a ） 語 　い

　読解力 テ ス トの 材料 と して 用 い られ る英 文 中の 単語 の 程度 が ま ず 問 題 に な

る 。 全般 的に 言 えば ， そ の 点に つ い て は 出題 者が か な り配慮 して い る跡 が見 ら

れ ， 極端 に むずか しい 単語 は 比較 的に 少な い よ うで ある 。
ま た 難解 と思 われ る

語 に は注 が つ い て い る場合 も多い
。 しか し ， 高校卒業程 度 と い う基準 に照 して

み ると ， まだ
一般 の 受 験生 に は難語 と思 われ る もの が散見 される 。 た とえば ，

注 を つ けて あ るも の を 除 い て ，
at 　random に 50 語 を拾 し・ 出す と次 の よ うな語

が 見 られ る 。

aborigines 青山学院大 （経 ）

alloca 七ion　埼玉 大

beseech　同志社大 （文）

choppy 　神戸 商大

denomination　慶大 （経 ）

domineering 　東大

ex 七ention 乱1ity　京都女大

hierarchy 　名工 大

indoctrina七e　千葉工 大
infallibili七y 　金沢 大
intac七 明大 （商）

irrelevant 横浜市大 （商）
makeshift 　拓大　（商）

mediate 　お茶水女大
orthography 　小樽商大
outstrip 　青山学院大 （文）

prerequisi七e 　岡山大

retrospec 七ive 新潟大
sizable 埼玉 大

supernal 独協大 （外）

synagogue 　慶大 （経）
七asselled 　東京女子 大 （文 ）

theocracy 大 阪経 済大
unfurl 神戸商大

ups 七ar 七 宮崎大

allege 　日大 （理）

anachronistic 　大阪外大

charabanc 　大阪女大

congregational 関西大 （経 ）

deterioration　 早大 （法）

exorbitant 上智大 （外）

harass 　九大

impregnate　関西大 （経）

ineradicable 大阪経済大

inimitable　弘前大

irrefutably　上智大 （理 工）

irreplaceable 千葉大

maladjus 七ment 　奈 良女 大

obnoxiOUS 上智大 （理工 ）

outlandish 　学習院大 （法）

pan 七〇mimic 　中央大 （法）

quarrelsomeness 関西学 院大 （経）

sissy 　大 阪府大

smattering 　
一

橋大
supersede 　お茶 水女大

taciturn　 鶴見 （文 ）

teleprinter 徳島大
undermine 都立 大 （人 文 ・法 ・経）
unhampered 　和歌 山大

veneration 　都立 大 （理 T −）

　以 上 の 中に は 和 訳 を求 め て い る 部分 に 出て い る もの が ある 。 何 が 難語 で あ る

かとい う判断は人 に よ っ て も違 う し， そ れが 使 わ れ て い る英 文 の 内容 や 前 後 の
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関係 に よ っ て 左 右 され る だ ろ う。 上 に挙 げ た 単語 で も， あ る大学で は平気で そ

の ま ま 出題 し ， 別 の 大学で は注 を っ けて い る もの もあ る 。 現行 の 高校の 教科書

に全 然 出て い ない か らとい っ て
一

概 に難 語 と きめ っ け る こ と もで き な い 。 した

が っ て ， 上 の 例が すべ て 不適 当だ と判断す る の は早計 で ある
。 単語 そ の もの は

むず か しくて も， 前後 を読 めば容易 に そ の 意 味が わか る場合 も少な くな い
。 ま

た文脈 に よ っ て 未知 の 語 で も判断で き る能 力 も 読解 力 に と っ て 重 要だ とい う見

解 も否 定 で きな い で あ ろ う。

　 しか し ， 高 校卒業生 に求 め られ て い るお よ そ 5
，
000 語の 程 度を は る か に 越 え

る よ うな もの は除 くべ きで あ ろ う 。 入試 問題 に 依然 と して 高度 の 単語 が 出題 さ

れ る な ら ば ， 受験生は 教科書 の 学習だ けで 満足 で き な い で ， い わ ゆ る受験用語 い

を むや み に 棒暗記 しよ うとす る幣害 を助長 し， 正 規 の 英語 教育を乱 す結果 に な

る 。
い たず らに 多 くの 単語 を覚 え よ うと して も真 の 学力は伸び る もの で は な い 。

基 本的 な語 い に つ い て ， 多 くの 意 味や 用法 に 習熟す る こ とが進 学後 の 学習に と

っ て も効 果的で あ る点か ら言 っ て も， 大学側 は 問題中の 語 い に関 して も っ と慎

重 な考 慮 を払 うべ きで あ る 。

　（b ） 英 文 和訳

　読 解 力を判定す る問題 の 中で ， 和訳の 形式 は古 くか ら用 い られて い る が ， 内

容 と表現 が 適 当な もの で さ え あれ ば ， か な り確実 に学力 を検 出で き るはず で あ

る
。 しか し ， 全文和訳 を 出題 して い る大学 は例年の よ うに 少数 で ， お もな 大学

に つ い て 見 る と そ の 1 割 くらい に 過 ぎない
。

ま た 英文 の 長 さ も 1  0 語 を 越 え る

もの は少な い
。

　 　 It　is　said 　tha七　七he　young 　are 　naturally 　impatient
，　and 　st．ruggle 　to

　 improve 　 their　 lot： whereas 　 the　 Qld 　 have 　 learn七 the　 Iesson　 of 　 patience

　 and 　 submission ．　 This　 is　 perhaps 七rue 　 as 　 a　 statement 　 of 　 fact．　 But　 in

　 neither 　 case 　does　 it　point ，
　 I　 think

，
七〇 an 　ideal　philosophy　of 　life．　Neither

　 impatience ，
　nor 　pa 七ience，

　are 　good 　in　themselves ．　 To 　be　good ，
七hey 　have

　 need 　 of 　 each 　 other ： each 　 has　 to　 supply 　 what 　 is　 defective　 in　 the　 o七her．

　 Just　as 　the　old 　have 　need 　of 　the　energy 　of　youth ，
　 so 　七he　you 皿 g　have

　 need 　 of 　 the　 experience 　 of 　 old 　 age ．　 Wha 七 we 　 all 　 need
，
　 young 　 and 　 old

　 alike ，
　 is　 a　 union 　 of 　fiery　impatience　 and 　 snowy 　pa七ience．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　（京都府医大 ）

　上 例 は金 文 和訳 と して は長 い ほ うで あ るが ， ま と ま っ た 見解 を述 べ て い る 。

内容 も常識的で あ り， 表 現 も平 易で 単 語や 構文 の 点 で 難解な と こ ろ は な い
。 和

訳 問題 と して は 標準 に 近 い も の と 言え るだ ろ う 。 た だ し ， 採 点は かな り主 観 に

左 右 さ れ るの で ， 訳 語 の 許容範囲を は っ き り決 め て ， 訳 文 の 巧拙 よ りも全 文の

理 解 の 程 度 に 重点 を お くべ きで あ ろ う。
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　　　Mr ．　and 　Mrs ．　Craig　came 　up 七〇 the　door　of 　Miss　Gray ，

s　house　and

　　rang 　the　belL　The　 maid 　 showed 　them 　in．　 They 　shook 　 hands 　 wi 七h　Miss
　　Gray ，　 and 　 because　 I　 was 　 standing 　 near

，
　 she 　 introduced　 me 　 to．　 them ．

　　Then 　 she 七urned 　to　the　judge．
　　　

“ And 　this　is　Sir　Edward 　Landon
，
　Mr ．　and 　Mrs ．　Craig．

，，

　　　One 　 would 　have　 expected 　 the　judge　 to　 move 　 forward 　 with 　an 　out −

　　stretched 　hand ，　but　he　remained 　s七〇ck −still ．　 He 　pu 七 his　eyeglass 　to　his
　　eye

， 七hat　 eyeglass 　 tha七 Ihad 　on 　 more 　 than　one 　 occasion 　seen 　him
　　use 　wi 七h　devastating　effect 　in　court

，
　and 　stared 　at 　the　newcomers ．

　　　H
’
e 　 le七 the　glass　drop　from 　his　eyes ，

‘‘How 　do　you　do
，

，，

　he　s．aid ．
“ Am

　　Imistaken 　 in　 thinking 　 tha七 we
，

ve 　 me 七 before？
，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（種智院大）

　　こ れ も全文和訳 と して は長 い が ， い ろ い ろな人 物が 出て 来て 少 しわ か りに く

い
。 しか も前 半 と最 後 の 部 分は きわ め て 平 易な 英文で ， と くに 和訳 を求 め る必

要 は な さ そ うに 思 わ れ る
。

そ れ に反 して ， 中段の 部分 は かな り程度 が高 くて 訳

しに くい
。 和 訳 の 問題 と して は疑問が 残 る で あろ う。

　大 多数の 大 学は独立 した形 また は総合的問題 の 1 部 と して 部 分和 訳を 出題 し

て い る 。 今．年度 に つ い て 見 る と ・ 部分和 訳は 全 文和訳 の 4 倍以 上 に 達 して い る 。

長 い 英 文 を 出題す る と きに ， 全体 の 和訳を求 め る心 要は な く， ま た 採点上 の 便

宜 か ら考 え て も， そ れ は 当然 の 傾 向と言 え る 。 しか し， 下線部の 和訳を求 め る

場合 に は ， 全文ま た はそ の 前後 の 部分が 理解を助け る よ うな もの で あ る こ とが

望 ま しい
。 下 線部以 外を 読ま な くて も訳 せ る よ うな 問題 は部分訳 と して の 意 味

が 少 な い こ と に な る
。

．実際 に は そ の 点を深 く考 慮 しな い で
， 少 しむずか しそ う

な部分だ け の 訳を 求 め るよ うな 出題 が 多 い よ うで あ る 。

　　　ROGER 　 SHERINGHAIM ［ was 　 inclined　 to　 think　 afterwards 　 that 　 the

　Poisoned　ChocQlate　Case ，　as 　the　papers　called 　it
，
　was 　perhaps 七he　most

　 perfectly　planned 　 murder 　he　had 　 ever 　 encounter ．
ed ．　 The　 motiv

．
e　 was 　 so

　obvious
，　 when 　又gu　knew 　where 　七〇　Igok　for　 i七一 but　 yoll　 didn’t； the

method 　 was 　 so 　 significant
，
　 when 　 you 　had　 grasped 　 its　 real 　 essentials 一

but　 you 　 didn ’t； the　 traces　 were 　 so 　 thinly　 covered
，
　 when 　 you 　 had　 re −

alized 　 what 　was 　 covering 　them − bu七 yoll　 didn
，

七 realize ．　 Bu 七 for　a　piece
of　the　 merest 　 bad　 luck

，　 which 七he　 m 璽 de艶 r 　 could 　 not 　 possibly 　 have
foreseen

， 七he　 crime 　mus 七 have ．
　been　 added 　 to　 the 　classical 　 list　 of 　 great

mysteries ．

（慶大一医 ）

　 こ れ は 巧妙 に 計面 され た殺 人 事 件 に つ い て 述 べ て い るが ， 全 文 を よ く読 まな

い と下 線 部の 意 味を明 確 に つ か め な い だ ろ う。 前後の 部分 が解答を 出す上 に役

だ っ て い るの で ， 部分訳 と して の 意 味が あ る と言 え る 。
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　　Owing 　 to　 our 　 isola七ed 　 life　 none 　 of 　 us 　knows　 very 　 much 　 abou 七 human

na 七ure ．　 In 　 former 　 times 　 it　 was 　 impossible　 for　 human 　 beings　 to　 live

such 　isolated　lives　 as 七hey　 live　today．　 We 　 have 　 froエn 　 the　 earliest 　 days

of 　 our 　 childhood 　 few　 connec 七ions　 with 　 humanitye 　 The 　 family　 isolates

us ．　 Our 　 whole 　 way 　 olf　 IiVing　 forbids　 tha七 necessary 　 intima七e　 contact

with 　 our 　 fellow　 men
，
　 which 　 is　 essential 　 for　 the　 develo．pment 　 of 七he

science 　 and 　 art 　of 　 knowing 　human 　 nature ．　 Since　we 　 do　 not 　 find　 su 伍一

cien 七 contact 　 with 　 our 　 fellow　men
，
　 we 　 become 　 their　 enemies ．．　 Our

behavior　towards 　them 　is　often 　 miStaken
，
　and 　 our 　judgments　frequen七ly

false，　 simply 　 because　 we 　 do　 no 七 adequately 　 unders 士and 　 human 　 nature ．

1七 is　 an 　 often 　repeated 　 truth　 that 　human 　beings　 walk 　 pas七，
七alk 　pals七，

each 　o 七her
，
　 fail　 to　make 　con 七acts

，
　 because　they　approach 　each 　o七her　as

stran ．gers，
　 not 　 only 　 in　 socie 七y，

　 bu七 also 　 in　 the　 very 　narrow 　 circle 　 of

七he　family．　 There 　is　no 　more 　frequen七 complaint 　than 　the　comp ユaint 　of

parents　tha 七 七hey 　cannot 　understand 　their　children ，　 and 　that　of 　children

that 　 they 　 are 　 misunders 七〇〇d　 by 　 their　 parents ．

（横浜市大一理 ・医）

　　こ れ は最後 の
一 文だ けを訳 させ る 間題 で あ る 。 人 間 が 孤立 して 接触が少 な く

な っ て い ると い う前段の 説 明は 確か に 理解 の 助 け に はな る 。 しか し ， 前 の 部分

を読 ま な くて も訳 出に 困 る こ と は な い
。

こ の 部分だ けを出題 して もさしつ かえ

な い は ずで ， わ ざ わ ざ長 い 前 段 を読ませ る必然 性 は な さ そ うに思 わ れ る 。
こ の

全 文を 出す か らに は 何か ほ か の 設 問形式を考 え るほ うが適当で あろ う。

　　（C ） 要 旨の 問題

　　全 文 の要 旨 を 50 字 か ら 100 字程 度 の 日本語 で書 か せ る 問題 は 昨年 も
一

昨年

もか な り出された が， 今年度は 目だ っ て 減少 した 。 単 な る和訳 で は本当 に 理 解

して い るか ど うか 判定 しに くい 場合 もあ る の で ， 要 旨を求 め る ほ うが 読解 力テ

ス トに 適 して い る点が あ る 。 しか し，
こ の 種 の 問題 は解答 が 千差 万別 に な り，

採点 の 客観的基準を 立 て る の が む ず か しい とい う欠点が あ る 。 今年度 は 客観 テ

ス トの 傾 向 が 一
段 と強 くな っ た の で ， 要 旨を求 め る 出題 が 少 な くな っ た もの と

思 われ る
。 主 要 な ポイ ソ トが い くつ もあ っ た り不 明確 で あ る よ うな 内容 で は 困

るが ， だ れ が 読ん で も要 点 を簡潔に ま とめ られ る よ うな 内容 の もの を 選べ ば ，

出題 の 価 値 が あ る は ずで あ る 。

　　　次の 文 の 要 旨を 100 字以 内で 書 け 。 ただ し句読点 も字数 にかぞ え る こ と 。

　　　　Languages 　 do　 not 　 exis 七 in　 a　 va ．cuum 　but　are 　 power
．fully　 a ．ffected　 by

　　social
，
　political，

　economic ，
　religious 　and 七echnical 　change ，1f　a 　great 　many

　　more 　people　are 　 studying 　 Russian 七〇da．y　than　was 　 the　 case 　 only 　twenty

　　years 　ago 　t｝】．is　is　not 　due　solely 　to　the　intrinsic　merits 　of 　七hat　very

　　in七eres 七ing　 language 　but　 to 七he　 dramatic　 rise 　 in　 status 　 and 　 pewer 　 of

　　the　 Sovie七 Union ．　 The 　 similar 　 tremendous 　 increase　 in　 poljtical，
　 military
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and 　 economic 　 strength 　 of 　 the　 United 　 States
，
　 coupled 　 with 　 the ヱelative

decline　 of　Gi・ea 七 Bri七ain 　 and 七he　 Commonweal 七h
，
　has　 inevitably　Ied　 to

heigh七ened 　prestige 　for　the　American　way 　of 　doing　things
，
　and 　since 　i七

so　happens　that　most 　of 七he　world
，

s　films　are 　made 　by　Americans 　there
exists 　in　the　cinema 　a 　perfec七 channel 　for　the　passage 　 of 　Americanisms
into　the　English　of　Grea七 Britain，　though 　of 　course 　industry

，
　advertising

and 七he　press 　 also 　 play 　 their 　part　 in　 this　respect
，
　 while 　 television　 is　 so

prodigal　 of 　material 　that 　 the　 B ．B ．C ．　 is　 obliged 　 to　make 　 use 　of 　 a　 grea七

amount 　of 　 American 　 film。　 This　 vigorous 　s七rea ．m 　 of 　 AmeHcanisms 　 must

inevitably　make 　 some 　 impression　 on 　 the　Ianguage　of 　 Britain
，
　 the　 more

so 　as 　 transa七lan七ic　standards 　 of 　 comfort 　and 　succe ．ss　 are 　on 　 the　increase
七here．

　　　　No 七e ：　intrinsic− belonging　 na 七urally ； exis 七ing　 wi 七hin
，
　 no 七 coming

　　　　　　　　　　frDm 　 ou 七side ．

　　　B ．B ．C ．− Bri七ish　Broadcasting 　Corporation。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京水産大）

　　要 旨問題 と して は典型 的 な もの で ， 内容 も表 現 も比 較的に 平易 で あ る 。 ま た

要点 も しぼ りや す い の で ， 出題 の 意 ．味は十分 に 認 め られる 。 た だ し，
100 字以

内 と い う漠然 と した 指定で は 解答 者が迷 うの で ， 最 低 と最 高 の 字数 で も示 して

幅を もたせ る ほ うが 親 切 で あ ろ う 。

　　次の 英文を読み ， 学校教育の 役 割を 二 つ あげて ， そ れぞ れ 40字以 内の H 本文 で 説明
せ よ 。 た だ し ， 句読点は 1 字 とする 。

　　Some 七imes　 one 　 sees 　 in　 the　 school 　 simply 七he　 instrument 　 for 七rans −

ferHng 　a　cer 七ain 皿 aximum 　quan 毛ity　of　knowledge 　to　the　groWing 　genera −

tion．　 But 　 that　 is　 not 　 right ．　 Knowledge 　 is　 dead ； the　 school
，
　 however

，

serves 　七he　living．　 It　should 　develop　in　the　young 　individuals　七hose

quali七ies　 and 　 capabili 七ies　 which 　are 　 of 　 value 　 for　 the　 welfare 　 of 　 the
commonweal 七h．　 Bu 七 that　 does　 no 七 mean 　 tha七 indiViduali七y　 should 　 be
des廿 oyed 　 and 七he　 individual　 become 　 a 　 mere 七〇〇l　 of 七he　 community

，
　 like

abee 　or 　 an 　 an 七．　 For 　 a 　 communi 七y　of 　 s七andardized 　 indiViduals　 without

personal　 originality 　 and 　personal　 aims 　 would 　 be　 a 　pooT　 community

without 　 possibili七ies　 for　 development。　 On 　 the　 con 七1・ary
，

七he　 aim 　 mus 七

be 七he 七raining 　 of 　 independently 　 acting 　 and 　 thillking　 individuals
，
　 whe

，

however
，
　 see 　in 七he　 service 　 of 七he　 communi 七y 七heir　 highes七 life　 problem ．

As 　 far　 as 　 I　 can 　 judge， 七he　 English 　 school 　 sys 七em 　 comes 　 neares 七 to　 the
realization 　 of 　 this　 ideal．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛大）

　　こ の 問題 の よ うに ， 最初か ら二 つ の 要点 を 掲 げて 具体 的 な 指示 を与 え れ ば ，

そ れだ け解答を 出 しゃ す い わ け で ， 採 点基 準 もか な り明確 に な る 。 単 に 全 文 の

要 旨を求め る よ りも
一

歩前進 した 出題 と言 え る だ ろ う 。
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　　（d ）　選 択 問題 ・完成 問題

　　読解力 テ ス トの 1 種 と して 各種 の 選 択 問題 や 完成問題 が昨年 よ り少 し増加 し

て い る 。 そ の 大部 分は客観 テ ス トの 形式 に よ る もの で ， 多 くの 大学が出題 に か

な り苦心 して い る跡 が うかが え る 。
そ の 中で ， ま とま っ た 1 節 の 英 文 の あ とに

・そ の 内容 に 関す る短 文を い くつ か 示 して
， ○ × に よ っ て 真偽を判定 さ せ る よ う

な形式 が よ く用 い られ て い る 。 そ の 場合 に ， 本文を読 ま な くて も常識で 解答が

わ か っ て しま うよ うな 出題 は 避 け るべ きで あろ う 。 な お選 択問題 で 選 択枝 が 少

な い と， で た らめ な解答 が 当た る確率が高 くな るの で ， 少な くと も四 つ くらい

の 選 択枝 を設 け る こ とが望 ま しい
。

　　次の 英文を 読ん で ，
1−10 の 設 問 に 対 して 与え られた 答 （口本語 ） の 巾か ら ， そ れぞ

れ最 も適 当な もの を選び ， そ の記 号を解答欄 に 記入 しな さい 。

　　The 　 sky 　 was 　 coming 　 pale　 blue　 over 　the　 river
，
　 and 　 pale　 gold　 edges 　 of

light　 began 七〇 show 　 around 　 the　 faT　 mountain 　 rims ．　 The 　 house 　 looked

like　 a　lo．vely 　 toy　in　the　defining　light，　 edges 　gilded ，
　 i七s　 shadows 　dancing．

　　
‘‘Luis，

，，

　　
‘‘What ？

”

　　
‘‘Ihave 　an 　 idea。”

　　
“ Well ？

”

　　
“ Did　 you 　 feel　 cold 　all　 night ？

，，

　　
“No ，

　 but　 you 　 would 　 not 　 lie　 still ．，，

　　
‘‘Iam 　 sorry ．　 I　heard 　 Josefina　 talking 　 to　 Mama ．，，

　　
‘‘The 　 poor　 old 　wo 皿 an ．

”

　　
‘‘Do　 you 　 realize 　 that 　 we 　 are 　 so 　 poor 　 tha七 we 　 haven ，t　 got　 enough

things 　 to　 keep 　 us 　 w 翫 rm
，
　 espeeially 　 with 　 the　 new 　 baby 　 here？　And 　 an

extra 　 woman 　 in　 the　house ？ ．．．She　 ough 七 to　 s七ay 　 wi 七h 　 us 　 un 七il　 Mama

is　 well 　 again ．
，，

　　
“ What 　 are 　 you 　 go

．ing　 to　 do　 about 　 it？”

　　
“ You 　and 　 I　should 　take 七he 皿 uske 七 and 　go 　to　hun 七 cats 　in 七he　moun 一

七ains ，
　 and 　bring　home 　enough 　fur

．s　to　satisfy 　everyhody ．
，’

　　
‘’Yes

，

，，
　 said 　 Luis

，
　 without 　 any 　 surprise

，

“ I　 have 七hought 　 of 　tha七 七〇〇．
”

　　
‘‘Then 　I　can 　 go ？

，，

　　
‘‘I　suppose 　so − if　you 　behave 　yourself．　 It’s　no 　child

，

s　errand
，　you

know ．
，，

　　
“ Of 　 course 　 no 七，　 Then 　 will 　 yQu 　 tell　 Mama ？

，，

　　
‘ ‘All　 righ 七．

，f

　　Now 　 the　 smoke 　 was 七hick　 and 　 sweet 　 above 七he　 house．

　　The 　light　 sprea （l　 grandly 　over 　the　whole 　valley 。

　　1、uis 　 wen 七 to　his　mother
，
s　 bedside　 and 　 lealled　 down，　 The 　 baby 　 was

awake 　 and 　 obscurely 　busy 　 against 　her　 mother
，

s　 side ．

　　
ご‘Mama 。

，，

　　
‘‘My 　Ii七tle　I」uis ．，，

　　
“ Julio　and 　I　are 　going 　to　the　mountains 　for　 a　few　days ，　 to　get　some
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    furs."

    NS  il)IOLuniO,l X.O.",tabr.e,.bkOtll,,tOhO..Y.O,UCI[,!, 
.T.h,a`./i.tgie,.g.Ub'i,O,,l?,

 jUS ̀ a baby'

      
"What

 troubles? We  have  no  troublesl"

    ,.A,̀Y,o,",r.ea,`.hs.r,As.g,znp･.iTe.2#,v.e,nx.I:.o.n,:yi,ge,x･,e/i,ig:e"..zh.'v.e,r,a,L',gif,h.t
    baby was  boTn."

      She wept  easily  and  weakly.  Luis was  full of  guilt and  ideas of

    
fiight.

 He  leaned and  kissed her cool  forehead and  laughed  like a  big
    man.

      
"You'Il

 see.  My  brother and  I will  cerne  baek like merchant  princes."'
      

"Then
 you  are  going?"

      
"Yes,

 Mummie,  we'Il  go."

      She stared  at  him  in a  religious  indignation. This was  her son!  So

    gven .sons  grew  up  and  went  away  and  did what  they  wanted  to do,

    
in

 spite  of  all  the things women  could  think of  to keep them  back!
      Later Julio eame  to say  good-by, and  she  sharnelessly  wooed  him  to

    
stay,

 
with

 
the

 name  of  God, and  heT love, and  his pure  dearness,  and

    
various

 
coquetries.

 He  felt a  lump  in his throat, so he shrugged,  like

    
his

 father, and  went  to the other  room,  where  he paused  and  said,

    
"Thank

 you, Josefina, for staying  until  my  brother and  I get back."
      They           had  two  horses and  the musket  whieh  their fatheT had left at'

    
home

 upon  his last departure  for Mexieo. They  had a  rawhide  pouch
    eontaining              things to eat,  loaves and  chilies  and  dried meat.  As  soon  as･

    
they were  free of the little fields of  home,  Julio began  to gallop; and.

    Luis overtook  him  and,  saying  nothing,  reaehed  out  for the halter and

    brought him  down  to a  walk.  Julio felt very  much  rebuked;  he sat

    erect  on  his horse and  squinted  his eyes  at  the mountain  rising  so  far'
    ahead          of  them, and  thought  of  himself as  a  relentless  hunter.

      The  boys toiled over  the  land all  morning.

      
They

 paused  and  Iooked baek several  times, touched by the change  in

    the look of  their  farm,  whieh  lay now  like a  box  or  two  on  the floor of'

    the valley;  and  they thought  respectively,  
"When

 I have  my  farm, I

    shall  want  to be on  higher ground," and  
"What

 if something  dreadful

    has happened  sinee  we  Ieft home!  If the  baby  choked  to death, or  a

    robber  came,  I should  never  forgive myself."

      The  mountains  loeked strangely  smaller  as  they advanced.  The  foot--

    hills raised  the  riders  up,  and  from  vaTious  slopes  the mountain  crowns

    
seemed  to lean  back  and  diminish. The  blue air  in canyons  and  on  the,

    far faces of  roek  slides  and  broken  rnighty  shoulders  was  Iike a breath.
    mystery  over  the familiar facts  of  memory.

      
"Let

 me  carry  the musket  now  for a  while."

      
"No,

 we  might  as  well  decide that now.  I am  to have. it all  the time."'
      

"Why,
 that isn't right!"

      
"No,

 I have  had  more  experienee  with  it. It is our  only  arm.  Now'
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 be sensible."

   "Just  because I am  the  younger,  you  always  do  this way.  I tell you,

 I am  an  excellent  shot."

   
"You

 may  be. But  I am  neaTly  four years older,  and  I just think it

 better this way."

   "I  wish  I'd known  before we  started."

   
"Why

 don't you  go  back, then?"
   

"I
 will7'

   But  they  rode  on  together. Easily triumphant,  Luis could  afford  to

 be indulgent; later on  he rode  close  to Julio and  knoeked  him  on  the

 baek and  winked.

   "You  think  I am  not  as  mueh  of  a  man  as  you  are,"  said  Julio bit-

  terly.

   
"Well,

 you're  not."

   
"You'11

 see!  I ean  show  you!"
   The  brothers' love for each  other  was  equally  waTm,  but derived from

  different wells  of  feeling. Sometimes they felt only  the  love; at  other

  times,  only  the differenee.

    Now  in the  afternoon,  riding  on  the windy  November  plain, and

  knowing  that  before nightfall  they would  be in the  very  shadow  of  the

  nearest  mountain  reach,  they felt their littleness on  that  world.  The  air

  was  lighter so  high up  above  the ]river  valley.  They  looked back: an

  empire  of  sand-colored  earth,  and  tihere, in the far light, the  river  her-

  self, furred with  trees. They  looked ahead,  but in doing that had  to

  Iook up.

    It was  a  crazy  giant land; a  rock  that lo(iked like a  pebble from  here

  was  higher than  a  tTee when  they got to it.

    
"We

 must  find a  place to Ieave the horses."

    
"What?"

    "You  idiot, we  can't  expect  horses to climb  straight  up  cliffs like that

  over  there!"

    
"Sure,

 we'll  find a  place to leave them."

    "It  must  be  near/ly  too  late to go  into the mountains  tonight7'

    
"We'11

 make  a  fire here."

    "If  it is clear  enough  tonight,  they could  see  ouT  fire from  home."

    
"They

 could?"

    The  thought  made  Julio shiver.  But then  it was  already  getting

  ehill. The  sun  was  going  dourn.

   1. Why  did Julio and  Luis leave their house  and  go to the mountains?

      What  was  their  purpose?

A., edaB.  itrmc.  utmato D. atJEiE.  3EIMesU

2. Who  was  left at  home?
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A ．父親と母親　B ．母親と神父　C ．．手伝い の女 と赤 ち ゃ ん

母親 と神父　E ．赤 ちゃ ん と母親 と手伝 い の女

D ．赤 ち ゃ ん と

J
3． Why 　was 　their　mo 七her　in　bed？

IA．糠 R 瞞 c 渥 後 D ．心 臓病　　E ．不明 F
4．　On 　what 　kind　of 　place　did 七heir　house　stand ？

「　A ．盆地　　B．丘 の上 C．山腹　　D ．高原　　E ，渓谷

5． When 　their　mother 　learned 七hat　her　sons 　were 　going　to　the　moun −

　　tains
，
　 what 　did　she 　fee1？

「A ・恐怖 R 讖 c瑚 待 D ．喜び 　　E．無関心

6．　How 　did　they　go　most 　of 七he　way ？

A ．兄 も弟も馬を ひ い て歩 き

B ．兄 も弟 も馬に 乗 り並み足か ら早駆 けに移 っ て

C．
』
兄 も弟 も馬に乗 り早駆 けか ら並 み足 に 移 っ て

D ． 弟は馬を ひ いて 駆 け足 で ， 兄 は馬 に乗 っ て

且 兄 は 馬を ひ い て 歩 き ， 弟はそ の 馬 に乗 っ て

7． How 　many 　guns 　did 七hey　 carry ？

1
　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　 　

　 A ．O　 B．不明 　　C． 3　 D ．2　　E ．1 i
8． How 　long　did　it　take　for　them 　to　reach 七he　place　where 七hey　firs七
　　set 　up 　 a 　camp ？

でま昼泌輛B間時

半

昭

日

2

ユ

AE C．昼 か ら夕方まで ・潮 か ら夕方まで 1
9． Wha 七 was 　 the　 weather 　like？

「A ・晴 ・．曇 C．雨 ・漕 E 嘉
10．　 How 　 did 七he 七wo 　l）oys 　 feel　 toward 　 each 　 o七her？

lA譜 しみ R 鰔 心 C ．尊敬　　D ．親愛　　E ．軽べ つ

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　 （千葉大 ）

　こ の 問題 は 1
・
000 語 を越 え る長 文で あ るが ， 全 体 と して は 平 易な表 現 で あ る 。

中に は chilies の よ うな 特殊 な 語 も出て い る けれ ど も， そ れを抜 か して 読 ん で

もさ しつ かえ あ るま い
。 選 択枝 も多 く， しか も本文 を よ く読 ま な け れば正 解 を

得 る こ とはで き な い
。 や さ しい 英文 を 限 られ た 時間 内で 読ん で 理 解 す る こ と も

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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意 味が あ るの で ，
rapid 　reading を 奨励す る点か ら見れ ば適 当 な部類 に 属 す る

で あ ろ う 。

　　　We 　 are 　 used 　to ［工］　music 　 tha七 was 　 not 　 written 　 in　 our 　 time・．

　　Beethoven 　 worked 　about 　 a 　 century 　 and 　 a 　 half （6 ） and 　 Baeh 　 a 　 go．o．d

　　seven 七y −five　year
．
s　（7 ）　tha 七．　But 　it　is　possible　匡 I　music 　of 　the

　　year 　 800　 and 　to　find　 ou 七 wha 七 people　thought 　 about 　 it　 then．　 Imagine

　　how 　 much 　 music 　 must 　 have 　 been　 writ 七en 　 between　800　and 　1600
，
　 a

　　period 　more 　than 　three 　times 　 as 　 long　as 七ha七 from 　 Bach 　10　0ur 　 own

　　day ．

　　　Music 　 historians　 use
“ Middle 　 Ages ”

as 　 a　 convenien 七 name 　 for 七he

　　且fth 七〇 fifteen七h　 centuries ．　The 　cen 七ury 　 and 　a　half　after 　 1450
，
　 a 　 time

　　when 　 eomposers 　 had 　 many 　 new 　 ideas
，
　 we 　 call 　 the 　 Renaissance ．　 The

　　Renaissance 　 in　 other 　 arts 　 began 　 abou 七 ahundred 　 years （8 ）．　 We 　 can

　　point 　 to　 great　 differences　ll　the　 music 　 of 七he　 Middle 　 Ages 　 and 七he

　　Renaissance ，
　 bu七 there　are 　 changes 　 every 　bit　 as 　 interes七ing　ill　medieval

　　music ．　 Life　 in　800 　 was 　 not 　the　 same 　 12　 1ife　 in　 12000r 　 1400．

　　　When 　do　most 　people　pay 　so 　little　a 七tention　13　 music 　wr 批 en （9 ）

　　1700although 七hey　are 　happy 　L．旦、」　to　 Bach ？　One　reason 　is　tha七 the

　　older 　 music 　 can 　 g．・eem 　strange 七〇 us
，
　 par七1y　because　 we 　 haven ，

七 had

m ・・h ・han ・e ［411 七 ・ n 七il　 rece ・ tly・ N 。w 　 th・t　 y… an 　lslt・

　　medieval 　 and 　 Renaissance 　 music 　 on 　 records
，
　 it　 can 　 become 　 as 　 good　 a

　　friend　　14　　any 　piece　by　Mozart．

　　A ． 次の語群 の うち ， も っ と も適当 な もの を一
つ 選 び ， 空欄「　

．
「に入 れ な さい 。 同 じ

　　　語 を 2 回以上使 っ て もよ ろ しい 。

　　　　　a ．　hear　　　　　 b．　 to　hear　　　　　c ．　 hearing

　　　　　d．　lis七en 　　　　　e，　to　lis七en 　　　　　f．　listening

　　B． 次の 語群の うち， も っ と も適当な もの を一 つ 選び ， 空欄 （）に入 れ なさ い 。 同じ

　　　　語 を 2 回以 上使 っ て もよ ろ しい 。

　　　　　a ．　ago 　　b．　before　　c。　earlier 　　d。　sooner

　　C． 空欄 　　に 適 当な語 を一つ ず つ 入 れ な さ い 。

　　これ は選 択形式 と完 成形式を 組 み 合わせ た もの で ， 内容 全体 の 理 解 よ りもむ

し ろ構文 や 語 法 の 知識 が主 に な っ て い る
。

と くに 難解 な 点 は見 当 た らな い 出題

で あ る 。

　　な お大部分 の 大 学で は ， 総合 問題 の
一 部 と して 和訳 を求 め た り種 々 の 設 問 に

ょ っ て 読解 力を検 出す る方法を採用 して い る 。
一

っ の 材料を い ろ い ろな 面 か ら．

問題 に す る こ と は ， な るべ く多角的 に 学 力を判定す る見地 か らす れ ば好ま しい

傾 向 と言え るだ ろ う 。 しか し， ただ 点 数を与え る に 過 ぎな い よ うな幼 稚 な設 問

や ， 逆 に 何 を求 め て い るの か 明確 で な い よ うな ひ ね くれ た設 問 は避 け る べ き で

あ る 。 あ くま で も基礎的 な 学 力を 正 確 に つ かめ る よ うな 設 問 に重 点を お い て 出

題 す る配 慮 と工 夫を望 み た い
。

N 工工
一Eleotronio 　
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　　　　　　　　　　　　　　（2 ） 作 文 力に 関す る問題

　　（a ） 和文英訳 　　　　　　　　　 、

　　作文力騒 の主 流 とな ・ て い る もの は 依然 と して 敵 英訳の 形 式 で あ る ． 読

　解力 に比 べ て作文 力が 一般 に 劣 っ て い る今 日で は ， 簡 単な 英作文 で も学力差が

　は っ き り現われ る こ とは確 か で あ る 。 しか し ， 差 を つ け る の に 便利 で あ る と い

　う
一

種 の便 宜主 義か ら， 受 験生 の 学力や 解答 の 難易を深 く考 えず に 出題 す る よ

　うで は 困 る 。 記 述 式 の 和文英訳は表現 力を検 出す る良 い方法で ある こ とは だれ

　で も認め る けれ ど も ， 日本文 の 内容や 表現 が は た して 適 当で あ るか ど うか を慎
重 に検討 す る必 要が ある。 あ くま で も英語 の 表現 力 を テ ス トす る の が 目標 で あ

　るか ら， 問題 の 日本 語 の 理 解 に難点が あ る よ うな場合は 適 当 とは 言え な い
。 今

年度 の 出題 に は ， 日本文 の 表現 が むず か し くて 訳に 迷 うよ うな もの が見当た ら
な い の は結構 で あ る 。 基礎的な短文 を い くつ か 出題 して い る大学 もあ り， また
か な り高い 表現 力を要す る長 文 を問題 に して い る大 学 もあ る 。

　　　大統領は， 自分 も苦学 して 大学を 出た りした関係か ， 力の な い ， な に も訴え る こ と

　　
の で きな い人た ちの ため に 働 くと い うこ とを， 政治の 目標と して かか げて い た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東大）

　　
パ リ で は 中心部の 建築 の ほ と ん どが， 日本な らば さ っ さと こ わ して 建て な おす よう

　　な古 い もの だ が ・ 多 少の 不便 は しの ん で も大切に 保存 して い る 。 パ 叺 は美 しい と信

　　じ て い る市街構造の 調 和 を くず して は な らな い と ， 互 いに ま も りあ 。 て い るの で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大阪外大）

　上 の 2例 は 日本文に は 別 に わ か りに くい 点 が な く， あ る程 度の 表現力が あれ
ば なん とか訳せ るはずで あ る 。 しか し， 出題 者が 満足 で きるよ うな 解答 を書 け
る者 は 高校卒業生の 中に は 多 くい な い と思 われ る 。 したが っ て ， 無理 な 出題 と
は言 え な い が ， ど の 程度 の 解答を求 め るか と い う点 が 問題 に な る だ ろ う 。

　　名作 と言われ る もの は ， 年 若 い 頃に ， で きるだ け多 く読 ん で お くが よい 。 幾度 も幾

　度 も心 に よ み が え っ て ， 長い
一

生 の 間に ， 絶えな い 心 の と もし火とな り， 導 き手とな

　るで あろ うか ら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （京都府医大 ）

　　新 しい発 見をす る と ， そ れ以外の もの をな い が しろに しが ちで あ る 。 新 しい 考えに
視

鬣譫 嬲 篇 害黔 震霜畿 蹄 線 。 もあ話貔
　藍塾は驚 くに あた らな い 。 しか し， こ の ご ろち ょ っ と気に な る の は ， と きどき世代の

劔 昧 人 が ほ とん 胴 じ言葉を話 して し・な い よ うに思 え る こ とだ 。 　 （神戸 大 ）

　以 上 の 例は 決 して 難問で は な い が ， 内容 が 抽象 的 で ， 意 味 よ りも原文の 語 句
に 引 きず ら れ る おそ れ が あ る 。 もち ろ ん 抽象的な 内容 を表現 で き る語学力 も必

要 で あ る が ， そ れ よ りも平 易で 日常 生 活 に直 結 した 具体 的な こ とが らを 英語 に

直 せ る こ とが先決問題 で あ ろ う。 そ の 観点 か ら 言 え ば ， 下 の よ うな 例 はむ しろ
好 ま しい 出題 に な る

。
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　　 「今 ， 電話に お 出に な っ た の は ， お母 さまで すか 。 」

。騰 懇 懸 欝下欝 慧 灘 繍

。論 糶 輓響
覦 つ か ・ たん 醐 大輔 贈

譲砦講

　な お 日本文の
一

部を 英訳 させ る部分和 訳 の 形 式 も多 く用 い られて い るが ， そ

れ以 外の 部分 が必要な 場合 と特 に 必要 と は思 わ れ な い 場合 とが あ る 。

　　日本で 作 られた 地 図で は ， そ の 中央 に太平洋が あ り， 右がわ に ア メ リ カ大陸が ・
そ

　 して 左半分 に は旧大陸が，描か れ て い る 。

　　日木製の世界地図をみ るこ とに慣 れて しま っ て い る日本の 子 ど もに と っ て ， ニ
ュ

ー

ヨ
ーク とパ リは，地 図 の 端 と端 に あた るわ けだか ら，や た脅 に遠 くみえ る 。 しか し ，

　地 球は ま る い わ けで ， 事実上 ニ ユ ー ヨ ーク とパ リの 距離は ・ 東京 とホ ノ ル ル 間の 距離

よ りも短 い ． 9 る い 購 を一枚の 紙 の上 にの ｝乱 て み るとい う・ とが ・ そ もそ も鯉 な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東京 外大）
　話な の だ 。

　これ は全文訳 に近 い 問題で あ るが ， 前 段 の 説明が あるの で 下 線部の 叙述 が い

っ そ う明 白に な っ て い る 。 した が っ て ， 部分訳 と して 出題 す る理 由が首肯 され

る で あ ろ う 。

　　泳ぎ とい うもの は少 年時代撮 もふ さわ しい もの で あ る ・ や ればや るほ ど効果 が あ

　り， 決 して後戻 りす るもの で は ない 。 初歩訓練を着実 に積み 重 ねて い っ て 浮 くこ と 。

浮 く。 とが で き るとい う・とは体の ．ヒの 軸 で ある 。 （・ ）塗 く・ とがで きると ・手足

　を動か して 前に 進む よ うに樋 。 あ とは本人の 努力次第で 進歩 して い くもの で あ る。

。 れ ほ ど効梨が 明趨 ， わか る もの は な い ． プ ー・レで は 炒 ニ ン グはで きなし・
・ どこ ま

で も働 で 泳が な くて は な らな い 。 E 分で 努力 し， が まん を して 蕨 らな くて は成果

は得 られな い ． （b）め ざ相 標に至撻 し塒 の 繭 は何 もの に もた とえ よ うの な い も

　の で ある 。 そ れは 自分 を克服 した喜び ，自分 に勝 っ た 自信の 体得で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （芝浦工 大 ）

　こ の 問題 で は英訳 を求 めて い る部分が わずか で ， そ れ以 外が与 え られ な くて

も別 に 困 る こ と は な さ そ うで あ る ． 部分訳 と して は ほ か に 適 当な 部分 も あ る よ

うで ，
・ れ だ け の た め に わ ざわ ざ長 い 1 節 を掲 げる まで もない よ うに 思 わ れ る ・

　（b） 条件作文

　普通 の 和 文英訳 で は 簡単 な 問題で もい くつ か 違 っ た 解答 が 考え られ る の で ，

＿定の 条件 澱 定 して 礁 を
一

つ に しぼ る方渤 堋 い られ る ・ 歎 の
一 部を空

所 に して 適 当 な 駒 を入 れ させ 齣 ， 文 の 書 拙 しを 指定 して麟 を 完 成 させ

た りす る形 式 が 多 い 。

　 A ．こ の本は あ の 本 の 3 倍の 厚 さだ 。

　　 This　book 　is 七hree　（　1　）as 七hick　as 　that。

　B ．帰宅 して み た ら母はテ レ ビ を消 して 居間で 静か にすわ っ て い た 。
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　　1arrived　home　to　find　my 　mother （2 ）quie七1y　in　the　living　room 　wi 七h
　七he　television　（3　）．
C ． こ の タイ プ ライタ ーは どこ か具合が 悪 い 。

　　（ 4 ）i・ w ・・ng （ 5 ）thi・ typ・w ・iter。　 　 　 　 （独協大一外）

〈1） 信頼す る友 に そ む か れ る ほ どが っ か りす る こ とは な い 。

　 Nothing　is

（2 ） テ レ ビ の おか げで ，ま る で 現地 に い る よ うに オ リ ン ピ ッ クが見 られた 。

　 Thanks

（3 ＞ 両親の るすの 聞 ， 年少の 彼 が弟た ちの 世話 を しな ければ な らなか っ た 。

　 Young

（4 ） 困 っ た こ とに ， 彼 は昔 ほ ど働 こ うと しな い 。

　 The　 trouble　 is

（5 ）　こ の 本を 読め ば ， フ ラ ン ス の 生 活が よ くわか る 。

　 This　book
（6 ） 東西の 相互理解増進 の た めに ，われわれ は 大い に 努力 しな ければな らな い 。

　　Our　grea 七 effor 七s

　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　 （東 北大）

　上例 の うち で ， 独 協 大 の よ うな 問題 は 正 解 が
一

つ に 限定 さ れ るの で ， 客観 的

に 採点 で き る と い う長 所が あ る 。　しか し， 語 法の 知識を テ ス トす る こ とはで き

て も ， 真 の 表現 力を検 出す る に は 不充分で あ ろ う。
こ の 種 の 問題 は かな り多 く

出て い る が ， 文法知識 の テ ス トと区別 が つ か な い こ とが 少 な くな い
。

そ れ に 対

して ， 東北大 の よ うな 問題 は書 き 出 しを指定 して い る だ けで ， 解答 は い くつ か

違 うもの が 考え られ る 。 し た が っ て ， 英作文の 要素が強 い こ と は 認 め られる 。

け れ ど も指定 が あ る た め に そ れ に 合致す る表現 に 思 い つ か な け れ ば正解 を 得 ら

れ な い こ と に な る 。
た とえ ば ， （3）は Yonng 　as 　he　was

，
．．．とな る解答を期待

して い る の で あ ろ うが ， ほ か の 平 易な 表現 で 同 じ意 味を表 わす こ と もで きる は

ずで ， そ れを 禁 じる点 に 疑問が 残 る 。
つ ま り， 指定 す る こ と に よ っ て 自由な 表

現 力を拘束す る結果 に な る 。 こ の 種 の 出題 は 今後 も多 くな る もの と予想 され る

が ・ 特 殊 語 法や idiom を知 らな い と で き な い よ うな もの は避 け る べ き で あ ろ

う 。

　（c ） 自 由作文

　何か主 題 を 与 え て 自 由 に英 文 を書 か せ る形 式 は 表現 力をみ る上 で は 効果が あ

る が ， さ ま ざま な 解 答を ど う評価 す るか と い う点 に 大 きな 困難 が あ る 。 今年度

の 出題 は少 な く， 次 の 2 例 が 目 に つ くだ け で あ る 。

　　次の テ ーマ の 中ひ と つ を選 び ，そ れ に つ い て 約 10行の 英 文を作 れ 。

　 　　（1）
“ Man 　and 　Woman ”

　　　（2）　
‘‘Japan 　in　Asia

，7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大 阪女大）
　　次の 題 の 一

つ を選 び 50− 70 語 の 英文を 作 りな さ い 。

　　　
t ‘My 　Hobby

’， “ Nature” ‘‘My 　High 　School　Life”

　　　　　　 （信少卜1大）
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　い ずれ も主題 に選 択 の 余 地が あ り ， 長 さ も示 され て い るの で ， だれ で も何か

は書 け る に違 い な い
。 しか し表 現 と内容の 両面 で採点基準 をど うす るか とい う

点が大 き な問題 で あ ろ う。
こ の よ うな場 合 に は ， で き れ ば複数 の 採 点者が比 較

検 討す る こ とが望 ま しい 。

　な お 自由作文の 要素を 含ん だ もの と して ， 次 の よ うな 出題 があ る 。

Dear 　 Mr ．　 Yamada ，

　My 　 wife 　 and 　 I　 have 　 re 七urned 　 home 　 to　 Japan 　 safe 　 and 　 sound 　 af 七er
・

one 　 year
，
s　 s七ay 　 in　 England ，

　 and 　 we 　 are 　 going 七〇 invi七e　 a 　 few 　 close

friends　 Qf 　 ours 七〇 dinner．　 It　 wiil 　 give　 us 　 great 　 pleasure　 if　 you 　 will

come 七〇 〇ur 　 house 　 on 　 the　 12th　 of 　 this　 month 　 at 　 four　 o
，

cloek 　 in　 the

afternoon ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sincerely　yours ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M αsao 　 Og α wa

　　山田君は ，友人 の 小川君か ら上 の よ うな 夕食会 へ の 招待状を受け取 っ た 。 しか し，

　その 口 は ， 仕事の ため に ど う して も都合が悪 く， こ とわ りの はが きを書か なければ tg

　 らな い 。 山田君にか わ っ て ，
こ とわ り状を書 け 。 た だ し， （1）招待 して い た だ い た こ

　とへ の お 礼，（2）残念 な が ら出席で きな い こ と（理由をそえ る）， （3）別 の 機会 に外国

　の お 話を聞きた い こ と， （4）奥 様へ よ ろ し くとの 伝言 ， をそ の 要旨とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（和歌 山大）

　　私の 住ん で い る村 に つ い て ， 外国人 に 簡単に 紹介 した い と思 い ます 。 下記 の 四 つ の

　事項をふ くみ なが ら，
3〜 4 行程度の 英文を まと めな さい 。

　　ω 　位置 ： 大阪の 南部で ， 金 剛 山の ふ もと

　　（ロ） 入 口 ：約 5
，
000 人

　　  　産 業 ： 大半 が農業で 工 業は ほ とん どな い

　　←） 特徴 ：歴 史 に名高い 古 い 寺や 城が多い

　上 の 2例 は 和 文 英訳 と 自由作 文を まぜ た よ うな 出題 で あ る 。 両者 とも内容 が

具体 的で あ り， かな り長 い 英文で も受験 生 が 学力 に応 じて 書 ける は ずで あ り，

自由作文 と違 っ て 内容が限定 されて い る の で 何を書 こ うか と迷 うこ と もな い 。

しか も採点基 準 もか な りは っ き り立 て られ るとい う長所 もあ る 。
こ の 種 の 出題

は あま り多 くな い が ， 表現 力 を テ ス トす る に は適 当 な もの で ， も っ と多 数 の 大

学が 考慮を払 う こ とを 望 み た い
。

（3 ） 文法に 関す る問題

　（a ） 派生語 と語 形 変化

　長 文 を材料 と して 総 合問題 を作 る場合 に ， そ の 中に 出て い るい くつ か の 単語
・

を取 り出 して 他 の 品詞 形 を 求 め る 問題 が 多 く出て い る 。
そ れ は問題 文 と は 何も

直接 の 関係 が な く， 独 立 した派生語 の 問題 と して 出せ る の が普通 で あ る 。 た だ

設 問を 多 くして 総合問題 ら しい 体裁を 整 え る効果 が あ るけれど も ， 特 に 意 味が
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ない よ うに 思 われ る 。 派生語の 知識を求 め るな らば ， 次 の例の よ うに con 七ex 七

か ら必然 的 に きま る よ うな形 で 出題す る ほ うが 適 当で あ ろ う。

　　次の 各組 （1）〜 （10）の 英文に お い て ， （a ）の 文巾の 下線を施 した単語を適当な品詞

　 に書 きかえ． （b）文 中の 空所に 入 れな さい 。

　 1．

2．

3．

4．

5．

6．

T．

8．

9．

．
10．

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）
丶
ー

ノ

）

）

）

）

）

）

）

ababa

わ

ababahahababab

（

（

（

（

（

（
〆

丶

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

　ま た動詞 の 活用そ の 他 の 語形 変化 も よ く問題 に され る が ，

本的 な動詞 を扱 っ て い るけれ ど も，

る
。

　　 次の 各動詞 は どの よ うに 変形 しま すか 。 そ の 活用形 （Conjugation ）を全 部書 き入

　 れな さい 。

　　 came
，
　 hit

，
　beaten，　 chose ，

　 stood ，
　 smile 　　 ．　　　　　　　 （専修大

一
商）

　な お conjugation は 常識 的に はい わ ゆ る 七hree　principal　parts を さす けれ

ど も， 厳密 に は人 称 ・ 数 ・ 時制 ・法 ・能 を示 すす べ て の 語形 変 化 を さす の で ，

come を例 に と れ ば comes や coming もは い る こ と に な る 。 し た が っ て ， 問題

の 指示 を も っ と明 確 に す る こ とが望 ま しい
。

．

　 語形変化を問題 に す る とき に ，

1
次 の 例 の よ うに 与 え られ た 単語を con 七ex 七に

合 う形 に 変 え る形 式 にす れ ば ， 実 際的 な運 用 能 力 をみ る こ とが で き るわ け で ，

妥 当 な 出題 と言 え る で あ ろ う。

He 　 is　 an 　 able 　 man ．

正le　 has　great　　l

He 　arrived 　late．

His　 2　 was 　 delayed．

I　only 　meet 　her　on 　occasions ．

Ionly 　meet 　her　　3　　。

Their　 conquest 　 of 　 their　 enemies 　 was 　 complete ，

They 　　4　　七heir　enemies 　complete 工y ．

Iwas
．
　curious 　 about 　 the　 reason 　 for　 his　 ac 七ions．

Ifelt　 some 　 5　 about 　 the　 reasen 　 for　 his　 actions ．

These 七rees 　 grow 　 slowly ．

Ifelt　 some 　 5　 about 七he　 reason 　 for　 his　 ac 七ions．

It　 is　a 　very 　impo 就 ant 　mat 七er ．

It　is　 a 　mat 七er 　 of 　 great 　 7　 ．

They 　 married 　 Iast　 year ．

Their　 8　 was
．
last　 year．

We 　 must 　 make 　 our 七〇wn 　 more 　 modern ．

We 　 must 　 9　 0ur 七〇wn ．

He 　 refused 　 me 　his　permission 七〇　go　out ，

He 　 would 　 not 　 10　 me 　to　go　out ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大阪教育大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次 の よ うな 例は 基

　　　　　　　　　　　 出題 形式 と して は 簡単す ぎ る よ うに 思 わ れ
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　次の 1 〜 5 の 文章の （ ） の 中に， 下の 語群よ りも っ と も適当な 語 を選び ， 適 切な

形 に 変え て 入 れな さ い 。

19

一

　　　
　　
　　　
　　
　　
　コ

OO

　

4
　
ド

D

Iassume 　you 　have　decided　 against （1 ） anew 　car ，

There 　was 　a 　big　crowd 　and 　it　was 　raining ．　 We 　had （2 ）in　ge七七ing
ataxi ．

Iam 　 going　by 　air ．　 It　 is　only 　 a 　 tw   一hour （3 ）．

Idon ，t　like　 rare 　 steaks ．　 I　like　mine 　well −（4 ）t

Iam 　 always （5 ） when 　 I　 don ，t　ge 七 any 　 mail ．

i ・・ wake disappoint 1ive fiy buy ・・m ・ult 　 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （独

．
協大

一
外）

　（b） 空所補 充

　文 の 1 部を 空所に して 適 当な語句を入 れ させ た り選 択 させ た りす る形 式 は従

来 か ら多 く用 い られ て い る 。

　 次の 空所に 適 当な語 を一
つ 入 れ よ 。

（1 ）

（2 ）

）

）

）

34

ド
D

（

（

（

Ithink 　 yoll　 will 　 be　 able （　　　 ） ge七 agood 　 mark 　 in 士he　 next

七es 七．

Aman ’

s　worth 　lies　no 七 so 　much 　in　what 　he　has （　　　 ） in　what

he　 is．

Ican 　do　it　so （　　　 ） as 　you 　 give 　me 七ime ，

He 　 was 　 graduated （　　　 ） his　 high　 schoohn 　 1971．

The 　20th 　Olympic　Games 　were （　　　 ）in　Munich 　in　 1972 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大阪 商大 ）

こ の 程 度 の 問題 は平 易な の で 普通 の 学 力で 解 ける は ずで あ る。

次の 英 文に は 1 か 所ずつ 空 所が ある 。 指 示に 従 っ て 正 し い 語 を記入 しな さい 。

ロ
　
　
ロ
　

　
ら
　
　じ
　

　

ワ

刈
⊥

2
∩
δ

4轟

5

She　 is　 older 　 than 　 I （　　　 ） two 　 years。

1 （
The 　English　（　　　　　）　a 　lot　of 　七ea ．

He 　is （　　　 ） himself　with 　anger ．

Itried 　hard 七〇 make 　myself （　　　 ）．

（前 置詞）

） think　that　he　is　 a　 good 　 speake7t ．（副 詞）

働 詞）

（前置詞）

（動詞）

　こ の 問題 に は品詞 の 指定が ある の で
一応考 え や す くな っ て い る 。 しか し， （1）

と （4）の 前 置詞 は別 と して ， そ の ほ か は正 解 が
一

つ と は 限 るま い
。 （2）の 副 詞

は really の ほ か に も用 い られ る もの が あ る だ ろ う 。 （3）は take
，
　have

，
　drink

な どが 考 え られ る 。 （5）は understood を予想 して い る の か も知 れ な い が ， 前

後関 係が 何 もな い の で ほ か の 動詞 で も意 味が 通 じ る 。 何を 正 しい 語 とす るか が

問 題 で ， 採点 の 際 に 許容範囲を広 くしな けれ ば な らな い だ ろ う。

　 a 〜 c ．の （ ）内に入 る共通 の 語 が一
つ だ けあ る 。 そ の 語を解答欄に 記入 しな さ い 。

　 1．　 a ．　 It　 is　a 　 very 　 ni ¢ e　hat，
　 excep 七　（　　　　 ）　i七　doesn

，t　fit　me ．

　　　b．　George 　only 　wished 　 he　 dared　 look　 at 　Maggie
，
　 and 　（　　　 ） she

　　　　 　 would 　look　a 七him．
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2．

3。

　

コ
　　
コ

qab

　

リ
　
　コ

コCab

C ．

4．　 a ．

．5

b．

C。

「
　

●
　

．

ah

μ

C

　　上 の 問題は 一
つ の 文 だ けで は 正 解 が い くつ か 出る よ うな 場合 に

考 え合わ せ て 決 ま る煎

て しま うと

て ， 問題文 の 出 し方 を工 夫 し

　　（e）
．
文 の 書 き換 え

　　複文 を 単文に 書 き換 え させ た り， 話法や 態 の 転換を求め た りす る問題 は運用

能 力を た めす点 か ら見 れ ば適 当 な形 式 で あ ろ．う 。 しか し， 解答が 文法的に は可

能 で あ っ て も ， 実 際に は 不 自然 な 表現に な る よ うな場 合は 避 け る べ きで あ る 。

機械的 な転換が こ とば の 遊 戯 に 終わ るよ うな結果 に な っ て は 困 る 。 今年度 の 問

題 に は特 に 不 臼然 な もの は 見 当た らな い よ うで あ る 。

　　　（a ）と （b）の 文意が ほ ぼ 等 し くな るように ， （b）の 書き 出 しに 続けて 英文 を完 成せ よ 。

　　1．　　　　 Classical　 music 　 Is　 very 　 interesting　 to　 me ．

　　　　　　　　　　　1

2．

3．

4．

●5

Does 　he　want 　 to　have （　　　 ） many 　children ？

（　　　 ）all　his　 Iearning
，
　 he　 is　a 　 mean 　 man ．

Jim　wasn
，

七 （　　　 ） staying 　home 　 when 　 a1110f 　his　 friends 、vere
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
901ng　 tO　 SWIm ．

Icleared 　 my 　 throa七 （　　　 ） my 　 speech ，

Jane 　stored 　（　　　　　）　little　she 　could 　save 　and 　sent 　it　to　her　son ．

Ibrough 七 with 　me 　a 　bo七七le　opener ，　 a　knife
，
　a 　magnifying 　glass ，

and （　　　 ） Ithought 　would 　be　useful ．

Air　 is　 to　 us （　　　 ） water 　 is　 to　 fish．

When 　hungry
， （　 　 ）he　of 七en 　was

，
　the　detective　became　acu 七e−

Iy　irri七able ．

1’

、m 　 ge七七ing　gray 　and 　wrinkled ， （　　　 ）　 is　 not 　par七icularly
cheering ．

MoreoveT， （　　　 ） y　 ou 　 win 　hardly　credit
，
　 he　 was 　 not 七here

himself．

His　wife 　clung 七〇 him （　　　 ） all 　his　fau1七s．

The 　 park 　was 　very 　beautifu1（　　　 ） all 七he　 trees　 coming 　 eut ．

Who 　was 七ha士 you 　were （　 　 ） this　moming ？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小樽商大 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， ほ か の 文 と

　　　　　　　　　　
．
こ長所 が あ る 。 　しか し ， あ る文 だ けで 解 答 が は っ き りし

， ほ かを 見 な くて もす む と い う欠点 も考 え る必要が あ る 。 した が っ

　　　　　　　　　　　　　　　な けれ ばな るま い
。

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

ababab

．‘
abab

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

It　is　better　fQr　you 　not 　七〇 　七alk 　so 　loud．

YouIhave
　 never 　 kno．wn 　 such 　 a 　 clever 　 man 　 as 　 he．

He 　isIam

　 sorry 　 I　 did　 no 七 follow 七he　 doetor，
s　 advice ．

Iwish

He 　makes 　mis 七akes 　every 　time　 he　writes 　a 　 letter．

He 　 canno 七 wh 七e

（三 重大 ）
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　こ の 問題 は よ く用 い られ る型 で ， 正解 が必 ず しも
一

つ とは 限 らな い もの も含

まれ て い る が ，
そ の 点を考慮 に 入 れ た 出題 とすれ ば難点は 認 め られ な い

。

　　 次 の 各組の 上下の 文が ， ほ ぼ 同じ意味に な る よ うに ，各空 所 に 1 語 を補え 。

・ 艨
v

鎚
n

継
s°

丑
9
認

th
皇
ut

。菫
e

聯 。黼
゜

繋
d
　
days ’

　　　 I　could 　have 　caught 　the 　train　if　there　had 　no 七　been　the　accident ．
・ ｛　 　　 1　 1　 the　train　 2　　 3　 the　acciden 七．

　　　 He 　was 　kind　enough 　to　 show 　me 　his　 cherished 　 pictures．
・ ｛　　　 It　 1　 2　 3　 4　 七〇 show 　me 　his　 cherished 　picture．s．

・ ｛昔。

’s

、

sa ’

亀
thal

　
he4wa

蓴
七

留盤齢翻 溜
’

黷 e ．

　　　 He 　is　the　bes七 speaker 　of 　 English　 in　 ouT 　 class ．
・ ｛　　　 No 　1　 2　in　 our 　 class 　 spe ．aks 　 English 　3　 4　　5　does．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （束北大）

　上 の 問題 は 空所 の 数を示 して あ る の で ， 解答 が限定 され る 。 ただ し，
B の （2），

（3）は because　of で も owing 七〇 で もよ い だ ろ う 。 ま た E の （2）は boy
・

student
，
　 person など が は い る

。
そ の 点 さえ 認 め れ ば書 き換 え の 問題 と して は

標準 に近 い もの で あ ろ う。

　　下 に あげk （1）か ら （3）まで の 直接話法の 文を間接話法 の形 に 書き冷えて ， 次の 文

　
』
巾の 空 所 （1）〜（3）を補充せ よ 。

　　 So皿 e　time　ago 　I　applied 　for　the 　post 　of 　private　secretary 七〇 the　man 」

　ager 　of 　a．　building　company ，
　and 　last　Thursday 　I　wen 七 for　an 　in七erview ．

　 When 　was ．　shown 　into　the　manager
，

s　 o租 ce 　he　smiled 　and 七〇ld　me 　 （1 ）

　and 　asked 　me 　（2 ）． Itold 　him 　tha七 Ismoked　occasionally ．　 Then 　he

　 asked 　me 　（3 ）　 and 　I　told　him 　tha七 Ispent 　five　years 　with 　 an 　 archi 一

　 七ec 七．

　　 （ 1 ）　
‘ ‘Si七 dOWI1．，，．

　　 （2 ）　
“ Do 　you 　 smoke ？

”

　　 （3 ）
“ Where 　have　 you 　 worked 　 before？

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （阪大 ）

　 こ れ は話 法 の 転 換 を求 めて い る が ， ば らば らの 文で は な く， あ る con 七ex 七の

中で 取 り上 げ て い る点 に特 色 が あ り， 文法知 識 を 実 際 に 応 用す る見 地か ら見て

好 ま しい 例 と言 え る 。

　 （d） 誤文 訂正

　文法 的 な誤 りを 訂正 さ せ る問 題 も従 来か らよ く用 い られ る形式 で あ るが ，
い

ろ い ろ な解 答 が 出 な い よ うに工 夫す る必 要が あ る 。

　　 つ ぎの 英文中 の 誤 りを訂正 して ， 全文 を書きな お しな さい 。

　　 （例 ）　Tell　me 　where 　is　 he．

　　 （解答）　Tell　me 　where 　he　is・
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（1）

（2）

（3）
（4）

（5）

When 　have 　you 　 done　i七？
I　sugges 七ed 　your　friend　to　be　more 　careful ．

IapPreciate 七〇 be　treat．ed 　so 　well ．

The 　 hero　was 　 falsely　accused 七〇 have 　 killed　 someone ．

1七 was 　careless 　 that　you 　agreed 　to　 the　proposal ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸市外大）

　　こ の 問題は最 も普通 の 形式 で ， 求 め られ て い る解 答は 一
とお りで あ ろ うが ，

訂 正 の し方 に よ っ て は違 っ た答 も出 る可能性が あ る 。

．
誤 りの部 分を示す とか ，

正 しい 文 と並 べ て 選択 させ る と か ， 何 か 出題形 式 を 変え る ほ うが解答 に まぎれ

が 生 じな い で あろ う。

　　　次の 文の 中に は ， 慣用 的 に正 しい英文が 5 つ ある 。 そ の 番号を番号 順 に書 け。

ロ
　

コ
　

コ
　

　
　

　
　

ウ
　

ロ
　

コ
　

ロ
　

　
　

ロ
　

ロ
　

の

123456789

 

123

　

　

　

　

　

　

　

　
冨
　
−亠
i
⊥

11

　　こ れ は 誤 文訂正 で は な く

点 で き る利点 が あるカ

お そ れ が あ る の はや む を得 な い だ ろ う。

　　　次の 各文に，例 に な ら っ て それぞ れ 1 語 を補い ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a・ny

　　　〔解答例〕 Do 　you 　 have 　money 　with 　you ？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A

（1）

（2）

（3）
（4）

（5）

（6）

1、end 皿 e　 a 　knife　 to　cu 七 this　 string ．

Schooll　begins　from　half　past 　eight ．

He 　was 　elected 　president 　 of 七he　 society ．

Iasked 　him 　for　the　bo61k
，
　bu七 he 　did　no 七 give　me ．

On 　my 　way 　home ， 七hey　robbed 　me 　of 　my 　purse ．

My 　another 　 hobby 　 is　stamp 　eollec 七ing．
Tomorrow 　 is　 Sunday ．

He 　is　 ill　in　bed　 since 　a 　week 　ago ．

1 七hink　 your 　wa 七ch 　 will 　 be　in　 somewhere 　 of 　 your 　 room ．

When 　 did　you 　 star 七 Tokyo ？

Are　 you 　 diMeu1七 to　 whte 　English？
This　 is 七he　 house 　I　used 七〇 live　in．
Wai 七 here　 till　 I　 shall 　 come 　 back ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鳥取大）

　　　　　　　　　　　　　　　， 誤 文発見の 問題で あ る 。
正 解 は明 白で 機械的に採

　　　　　　　　　　　S
， ど こ に 誤 りが あ るか よ くわ か らな い ま ま に 解答 が 出 る

正 しい 文 に しな さ い 。

Few 　 people　 live 七〇 be　 hundred 　 years　 old ．

Please　 explain 　me 　 wha 七 七his　 word 　 nleans ．

Can 　 that 　book 　be　 ordered 　now 　 and 　 paid 　 on 　 delivery？
After　 supper 　I　wen 七 〇 n 　 ny 　reading ．

How 　 older 　 is　 your 　 brother　 than　 you ？

01d　people　are 　taken　good 　care 　in　those　countries ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一
法〉

　　こ の 問題 は 1 語を補 っ て 完 全 な文 に 直 す とい う点 に新 味が あ り， 正 確 な語 法

上 の 知 識を た めす こ とが で き る 。 解答 に ま ぎれ が な い 点 か ら言 っ て 工 夫 され た
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出題 と言 え るだ ろ う 。

（4 ） 発 音 に 関す る 問題

　（a ） 単語 の 発 音 とっ づ り字

　そ もそ も音声 に 関す る こ とを文 字 で答 え るに は 限界 が あ り， 無 理 が 生 じる こ

とは明 らか で あ る 。 実際問題 として は ， 英語 の 音を正 し く口 に した り聞 き分 け

る こ とが肝要で あ っ て ， 発 音記号や ア ク セ ン トの 位 置を 覚 え た だけで 発音が 上

達 す るわ けで は な い
。 多 くの 大学が paper　tes七 だ け に頼 っ て い る現状 が打 開

され な い か ぎ り ，

一般 の 受験生 は発 音 記 号な ど に関す る知識が あ っ て も実際 の

発 音 をまち が え る と い う奇 妙な現 象 が続 くで あろ う。
そ の 点 に つ い て は ， 今 年

度 も残念 なが ら大 きな 進歩 は見 られ なか っ た 。 現実の paper 七es七で は文 章の 発

音を扱 い に くい の で ， ど うして も単 語 の 発 音 が主 体 に な る 。 しか も発音 とつ づ

り字 の 複雑な 関係を取 り上 げる こ とが 多 くな り， 毎年同 じよ うな 単語 が 問題 に

さ れ て い る 。
また発音 の面 で 問 題 とな る もの を求 め る と ， と か く frequency が

低 い 単 語 を扱 うこ とに な りや す い
。

英 語 の 運用 面 か ら考え る と ， ど ち らか と言

え ぱ瑣末 的な 点を つ っ つ く幣害 も生 じ る 。 な お時 に は発音関係 も軽視 して は い

な い こ とを表わす ため に ， 申 し訳 の 程度 で 出 題 して い る よ うな例 も見 られ る 。

　　下の 15組の 単語 の 中で ，下線を施 した部分の 発 音が 同 じ もの が 5組 あ る 。 そ め組の

　 番号を 若い番号順 に解答欄 に記入 しなさ い 。

1．

3．

5．

7．

9．

11．

13．

15．

cgstcountry

eaT 七hs

blowQceanlm

雙

height

哩

coa 七　　　　　　2．　　coat

count 　　　　4．　 hood

groWths 　　6．　hear七

plow 　　　8． 七〇mb

g旦ld　　　　10．　e≧Lhibit
damage 　 12．　 gui七ar

weight 　 14．　 south

b哩

boa七

moodheardcombexhibition

C19 里

southern

　こ の 種 の 問 題は 類例が 多 く，

基本的 な 単語 を取 り上 げて い る点 は 認 め られ るが ， （5）の earth は ［e ：θs ］ も

［e ：6z］ もあ る は ず で ， ま た こ の 複数形 は頻度 も低 く ， と くに 発 音上 重 要 とは言

え な い で あ ろ う。

　　つ ぎの イ．〜 ヌ ．の 各組 と も，各語 の 最 後の 空所 に， 下 の 枠 内 に 示 されて い る文 字を

　入れ る と ， 各組 の 2 語 は下線部の 母 音の 発 音が 同じ に な る 。 例 に な ら っ て ， そ れぞ れ

　 の空所 に適当な文字 の番 号を書 き入 れな さ い 。 た だ し同
一

の 文字を 2 度以上使 っ て も

　 よ い 。な お ，

‘

gh
，

は 1 字 とみ なす 。 　　　　 例 ： s弖亙1− Sl壅｝囘

　　イ．蚕ロ
ー 9嚶 □ 　 ・ ・a廻ロ

ー
・tg1’：1□ 　 … m 旦ロー・製 □

　　＝ ．che ローgr・U ロ 　 ホ．　 C／91mロ
ーsg墨□ 　

へ ・c讐 ロー sgμ□

　　　　　　　　　　　　 （青山学院大
一理 工 ）

同 じ単語 が何 度 も くり返 して 出題 され て い る 。
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　　　　ト．endo ロー fouロ　　　チ．　 kinロー siロ　　　　　リ．　 sal ローshaw 口
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　

へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−

　　　ヌ ．SO 匚コー flOO［］　　　　　　　v　　　　　　　　　　　9

　　　（1）b （2）d （3）gh （4）1 （5）n （6）p （7）t （8）w

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（慶大一商）

　　こ の 問題 は母 音 とつ づ り字 の 複雑 な関係 をね ら っ た も の で ， 手 の こ ん だ形 式

で ある
。 （イ ）は aid で も ai1 で も正 解 と しな けれ ば な るま い が ，

そ の 他 は答 が

1 種 に 限 られ て い る 。 しか し， クイ ズ 的 な お もしろ さ が あ る けれ ど も ， こ とば

の 遊．戯の よ うな感 じ もす る 。

　　　異 な っ た 語 で ， ア クセ ン トの ある母音字以 ド全 音が
一

致 し， そ の 母音の 前の 子音字が

　　異な っ て い る ， とき こ れ らの 語 は 脚韻 をふ むと い う（例 ：star − spar ；maiden
− 1aden；

　　tenderly
− slcnderly ）。 次の 各 2 行 の 文 の 行末 は こ の 脚韻 をふ ん で い る 。 第 2 行の 下

　　線の 単語 の ス ペ リ ン グは 誤 っ て い る 。 正 しい もの を書きな さい
。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

Isay 　i七，

s　black
，
　 you 　 say 　i七，

s　 whi 七e ；

Iwonder 　 which 　 of 　 us 　 is　 write 。

Put 　this　paper 　on 　the 且re
，

Then 　the　smoke 　 will 　 go　 up 　 hire．

1．is七en ，
　boys

，
　 and 　you 　will 　hear

The　barking 　of 　the　fo・rest 　dear．

Do 　you 　 think　that　 you 　 would 　 ra 七her

Sit　 down 　 here　 or 　 go　 on 　 father？

No 　wonder 七ha七 七he　boy　is　pale　1
1saw 　him 　 touch　 the　 Iion，s 七ale ．

The 　gates 　are 　shut
，
　but　still　a 　few

More 　 children 　 ask 　 to　be　 ie七 threw ．

The 　 sick 　boy 　see ．med 　too　tired　 to　 speak ；

His　 illness　 made 　 h血 very 　 week ．

If　 a 　 tiger　 came 　too　 near
，

Ishould 　 run 　 away 　 from 　 hear ．

The 　 scho ．olboys ，
　when 　 the　 game 　is　 done

，

Are 　 glad 　 to　know 七heir　 team ．　 has　 one ．

The 　 beggar 　asked 　 if　I　could 　spare

Ashilling 　 for　his　 railWay 　fair． （慶大一
工 、

　上 の 問題 も苦心 して 作 成 され た もの で あ ろ う。 指 示 の 中に rhyme の 説 明が

あ る けれ ど も ， 要 す る に 同音異 義語 を扱 っ だ 問題 で あ る 。

　　　次 の 文 中の 下線部に は ， そ こ に 入 る べ き語 が 発 音記号で 示 さ れて い る 。 そ の 語 を 解

　 答欄 に 記入せ よ 。

　　　1） Many 　great　Englishrnen 　are 　berid　in　Westminster 　Abbey ．

　　　2）　 She 　finds　fo：lt　wi 七h 　everything 　he　does．

　　　3）　 blAd　is 七hicker　than　wa 七er ．

　　　4 ） He 　injured　the 皿 △slz 　of 　his　arm ．

　　　5） led　is　 of 七en 　mixed 　with 　other 　metals ．　　　　　　　　　 （東京水産 大）
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　発 音表記 に は い くつ か の 方法が あ るの で ， 発 音記 号 を 出す こ とに は多少 の 疑

問 が あ る 。 上 の 問題 は わ か りや す い 部類 に属 す る けれ ど も ， 記 号を用 い る以 上

は ［berid］ と ［mAslz ］ に は stress の 記 号 を つ け るべ きで あ る 。

　（b）　単 語 の ア クセ ン ト

　単語 の ア ク セ ン トも発音上 は 重 要な 事項 で あ る が ， 母音の 場合と 同様 に ま ぎ

れ の な い もの を選 び ， 英米 の 相 違 に も留 意 して 出題す る必要 があ る。

　　次の 単語の 中に は ，最 も強い ア ク セ ン トが第 2 音節 に ある もの が五 つ ある 。 そ の 番

　 号を番号順に 書け 。

1．

4．
7．

10．
13．

16．

19．

Italyphilosophy

develOP

aecuracy

opposite

avera ・ge
secondary

2．　 Iemon

5，　 differ

8， momen 七ary

1工．． spiritual

14．　 of且cia1

17．　 effort

20．　　career

3．　 mischief

6．　 eleva 七〇r

9．　 biography

12．　 Africa

15．　 manager

18．　Ca，tholic

（鳥取大）

ア ク セ ン ト問題 と して は最 も普通 の 形 で ， 取 り上 げて い る単語 もだ い た い 妥

当で あ る。 しか し，
syllabica 七ion の 知識 を求 め る必 要 はな い の で ， 音節 に 切 っ

て 示 す ほ うが親切 で あ ろ う 。

　　下 の 1〜5 の 組の 中に は ， 二 語 と も第 2 音節 に ア ク セ ン トの おか れ る もの が一組あ

　 る 。 そ の 組の 番号を しるせ 。

　　　・ （盤鑑
e

　 2 （1畿 。m 。，er 　 3 （器 Inery
　　　・ （濫翻 　 5 （臨器

七

　 　 嗽
一 、次 ．理 ）

　こ の 問 題 も音節 を前提 と して い る点は 上 と同 じで あ る。 正 解は （2）の は ずで

あ る が ，
excess は excess 　baggage の よ うに 形 容詞 と して 用 い る場合に は第

1 音節 に s七ress が 置かれ る こ とが あ るの で ， 適 当と は 言 え な い
。

　　次の 単語 の うち第 1音節 に主 ア クセ ン トの あ る もの を 5 つ 選 び ， そ の記 号を ○で か

　 こ め。

イ．intricate

　 prefer

ト．heroin

ヌ ．overtake

ワ．museum

口 ．　pursue

ホ．revenge

チ．　opponent

ノレ．　absurd

カ．appara 七us

ノ丶 　preface
へ ．apparent

リ．mischief

ヲ．hygiene
ヨ ．humane

（関西学 院大一経 ）

　 こ の 問題 に は 5 っ とい う指定 が あ る けれ ど も ，
overtake と museum は第 1

音 節 に ア ク セ ソ トが あ る場合 も考 え られ る の で ， そ れ を選 ん だ 者を ど う扱 うか

が 問題に な る
。

　（C）　イ ソ トネ ーシ
ノ ヨ ン
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　単語 の 発音だ けで な く， 文の 発 音 と くに イ ン トネ ー
シ ヨ ン を取 り上 げる意図

は結構で ある 。 しか し ， 表記の 方法 も
一

定 し て い な い の で ， paper 七es七で はど

うして も困難を伴 うの はや む を得 な い
。

　　次の 対話内の 〔　〕の 中よ りも っ と も適切 な イ ン トネー シ ョ ン （抑揚）で 言われて

　 い る文を一つ 選 び ， 解答欄に記 入 しな さ い 。

　　 1，　Mr ．　A ： Have 　you 　 ordered 　our 　 dinnezr？

　　　　　　　　　A ・爽」
・nd ・ al ・… dered郵 塾

　　　　一 蕊趨 黯
゜

鎧 讒
　　 2， Mr ．　A ： Where 　do　you 　 live？
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

Mr ，　B ： Ii 呈veinT

　 　 A ．

　 　 B ．

yo・
　 　 C ，

Where

Where 　do

Where 　do　 yQU

Where 　 do　 you 　live？

do　you 　　ive？
　 　 　 　 一

　 〇 u 　live？
　 　 　 　 y．．

　 　 　 　 live？

D ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （独協大
一

外〉

　イ ン トネ ー
シ ヨ ン を扱 っ た 問題 と して は比 較的 に 無 難 な もの で あろ う。 多少

の 疑点は あ るに して も， 常 識的に 解答 は
一

つ に 限定 して さ しつ かえ あ る ま い
。

　　次の 対話の 下線の 部分の イ ン トネー シ ョ ン は ， ふ つ う下 の a 〜 e の どの 型 に属す る

　か 。 それぞ れ記号 （a ，
b

，
　c

，
　d

，
　e）で 答え よ 。

　　　
°

．Is　he　young 　or 　old ？　　 − He 　is　young ．　（答）b．

1．

ロ
　

　

コ
　
　
　

　

　
ゆ

2345

My 　name 　is　Dick 　Brown 。　 What ，

s　you ：じ name ？

− John 　 Smith 　is　 m 三ne ，

Are 　the　girls　pretty？　　
− Yes

，
七hey 　a ：ce　 pretty．

You　don，t　look　happy ．　　
− Sure

，
　 I　am ．

Iam 　happy ．　 − So　am 　I．

Here ，

s　some 七hing　for　you ．　
− Oh

，
　wha 七 is　it？

… h… u ・ …
L

b・ 蛔 蕊 ・色
・ ・ D ・ e ・ sh ・ ・i・ g？ 　 d・ Ili 笹 」

e． 贏 a 七 m 。．
　 　 　 　 一

（金沢大 ）

　こ の 問 題は か な り疑 問 の 余 地が あ り ， 受験 生 に は む ず か し い と思 わ れ る 。
た

とえ ば ， （4）は a
，
b

，
e の ど の 型 に 属す る と考 え る べ き か ， （5）は c と d の ど
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ち らが正 しい か ， 場合 に よ り人 に よ っ て 違 うか も知 れ な い
。 イ ソ トネ ー

シ ヨ ン

は native 　speakers で も迷 う場合が少な くな い の で ， 入 試 問題 に 取 り上 げる際

に は 基本 的な もの に 限 るべ きで あ ろ う。 な お 文の 発 音 に つ い て は sen 七ence

s七ress や brea七h　group も問題 に な る は ずだ が ， そ れを扱 っ た もの は きわ め て

少数で あ る 。

　　　　　　　　　　　 （5 ） 全 般 的 傾 向

　 （a ） 出題 の 形式

　例年 に 比べ て 今年度の 出題で 目に つ く点は ， 客観 テ ス トが 増加 し た こ と で

あ る 。 た とえ ば ， 上智大 （外 ）， 上 智大 （理 工 ）， 慶大 （法）， 立 大 （文），　日大

（法 ）， 早 大 （商 ）， 早大 （理 工 ）， 独協大（外 ）な ど は全面的に 客観 テ ス トを採用

し， そ の 中で 上 智大 ， 慶大 ， 立 大 な ど は 答案処理 に コ ン ビ L
一 タ を利 用 して い

る 。 ま た 国立大 の 場合 に は ， こ れ ま で 主 と して 第 1 次 テ ス トを施行す る大学で

客観 テ ス トを用 い て い た が ， 今年 は千葉 大が全部の 問題を こ の 方法で 出 して い

る 。 な お大部分 の 出題 を 客観 テ ス トに 依存 して い る大学に は ， 東京教育大 ， 学

習院大 （法 ）， 拓 殖大 （商 ）， 名古屋 工 大 ， 愛知 大 （法経 ）， 同志社大 （工 ）， 同

志社大 （文 ）そ の ほ か多数 が あ る 。

　客観 テ ス トが 増大 した結果 と して ， 英文や 日本文に よ る記 述式 の 問題 が少 な

くな り， した が っ て解答量 も昨年 よ り減少 して い る 。 主観 に 左右 され な い で 公

平な採点 がで き るとい う見 地 か ら言え ば ， 家観 テ ス トが多 くな っ た こ とは歓迎

され るで あ ろ う。　しか し， 解答 が記 号や 番号 で 出る場合 に は ， 目をつ ぶ っ て 書

い た 答が 正 解 に な る こ と もあ り， 偶然性 に 支配 され る率 が高 くな る 。 そ れ を避

ける た め に は ， 問題量を 多 くした り， 選 択技を ふ や し た り， 単語の つ づ りを求

め た りす る な ど の エ 夫が必要で あろ う 。
二 者捉一

の よ うな 問題を少 し出 しただ

けで は真 の 学力は 判定で きな い
。 上 智大 （外 ）の 場合 に は ，

12 題で 96 個の 解

答 を求 め
， 内容 も読解 ， 作 文 ， 文法 の 文 野 に わ た っ て い る の で ， 客観 テ ス トと

して は よ く考慮 され た 出題 と言 え る 。 ほ か の 多数 の 例 の 中 に は かな り安 易な 考

えか ら出た と思 わ れ る よ うな 出題 も見 受 け られ る 。 答案処理 が 簡 単 で す む とい

う便宜 的立 場 が主 に な っ て い る とすれ ば ， 反 省 しな ければな る ま い
。

　客観 テ ス トだ けで は 密度 が高 い 読 解 力や 作文 力を検 出す る こ と は 困 難 な の

で ， 採点 が 多少 は 主 観的に な る欠 陥 は あ る と して も， 記 述 テ ス トを 無視 す る こ

とは で き な い
。 両者に は そ れぞ れ 長所 と短所 が あ る の で

， 適 当に併用す る こ と

が望 ま し い
。 実際 に 大部分 の 大学 で はそ の 方法を採 っ て い る よ うで あ る 。 英文

や 日本文 に よ る記 述 式解答 を求 め る と きに は ， あ らか じめ 解答 を予想 して 許容
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範囲を明確に して ， で き るだ け客観的 な採 点基 準 を立 て る 必 要が あ る 。 な お記

述 テ ス トに用 い られ る 出題形式 は こ れ まで に 出っ くした観が あ り， 今年度 も文

法や 発音に 関す る 問題 で 新型 と見 られる もの が僅 か あ っ ただ け で あ る。 新工 夫

を こ らす こ とは 結構 で あ るが ， あま りひ ね っ た形 式 で 受 験 生 を迷 わす よ うな 出

題 は避 けるべ きで あろ う。 学力テ ス トの 本質 か ら離 れ た ク イ ズ まが い の 出題は

お も しろい だ けで ， あま り意 味が な い こ と に な る 。

　（b） 出題 の 内 容

　内容的 に見 ると今年 も例年 と大差 が ない よ うに 思 われ る
。

読 解 力問題 が依然

と して 最 も多 く，
4 割 以 上 を 占め て い る 。 材料 と して 用 い られて い る英 文は さ

ま ざま で あ るが
， 中に は多少程度 が高 い もの も見受 けられ る 。 長 さ も 1

，
000 語

を越す もの はま れ で ，
400 語 くらい が標準 の よ うで あ る 。 長 くて も表 現 や 内容

が平 易な らば さ しつ か え な い は ず で ある が ， 限 られ た 時間を考 え れ ば極端 な 長

文は出題 しに くい か らで あ ろ う。 な お従来何回 も出題 され た英文がまた 出て い

る例 もあ る 。 良 い 材料で あ るが 故に くり返 して 出題 され る と も言 え るが ， あま

りに 見慣 れた もの は避 けるほ うが よ い
。 読解力を テ ス トす るため に ， 単 な る和

訳 で は な く各 種 の きめ の こ ま か い 設 問が 多 くな っ て い る点 は認 め られ る 。

　読解 力に 次 い で は作 文 力 に 関す る 問題が約 2 割 出て い る が ， そ の 多 くは受験

生 の 学力を考慮 した ため か ， 基礎 的な平 易な もの で あ る 。 な お 表現 力 に 関す る

問 題 を ま っ た く除 い て い る大 学が少数 あ る が ， な るべ く多角的 に 学 力を 測定 す

る見地か ら言え ば何か考慮 が足 りな い よ うに思 われ る 。 文法問題は昨年とだい

た い 同様 で ， 形 式 も内 容 も大 き く変 わ っ て い な い
。 運 用度 が低 い 単 な る文 法 知

識 を た めす よ うな 問題は少 な くな っ て い る よ うで あ る 。 話 し方や 聞き方に 関す

る問 題は 昨年よ り僅 か なが らふ えて い るよ うだ が ， こ の 方 面 の 学 力 を paper

test で 判定 す るこ とに は限界 が あ る
。

今年 も hearingや dictationを 課 して い

る大学は少数 で あ る 。 実施 の 上で 多少 の 困難や障害が あ る こ とは わ か る けれ ど

も， 機 械化が進 ん だ現在 で は も っ と多数 の 大学が積 極的 に 考慮 を払 うこ とを望

み た い
。

そ れは入 試 の た め だ けで は な く， 高校 の 英語 教育に も良 い 影 響を 及 ぼ

す はず で あ る 。

　学 力検 査 は で き る だ け多角 的 に 実施 す る こ と が望 ま し い
。
1 問 だ けで 客 方面 の

学 力 をみ る こ とも不 可能 で は な い が ， 複数 に す る ほ うが 概 して 適 当で あ ろ う 。

問 題量 と検 査 時間 は 大学に よ っ て ま ちま ち で あ る が ， ど の 程度が適 当か は大学

の 自主 的判 断に よ る こ とで あ る 。 現 状で は 時間 は 90 分 くらい が標 準 型 の よ う

で ， 東京外大 ， 大 阪大 ， 名古 屋 工 大 ， 京 都府 医 大 ， 京大 な ど で は 150 分 と して い

るが ，
そ れ くらい が限界 で あ ろ う。 問題量が少 な い の に 多 くの 時 間を 与 え た
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り， 逆 に 大量 の 問題を消化 す る の に無 理 と思 わ れ る ほ ど の 時間 しか 与 え な い の

は考 え もの で あ る 。 受験生の 学 力を よ く考慮 した上 で バ ラ ソ ス の とれ た 出題を

望 み た い
。

な お各 問 題の 配点 を公 表 して い る大学は ま だ少な い が ， と くに 支障

が な けれ ば示すほ うが親切 で あ ろ う。 全 般的 に 見 て 各大学が 入試問 題に慎 重 な

考慮 を払 っ て い る点 は 認 め られ る し ， 従来に 比 べ れ ば かな り改善 さ れ た と言え

るだ ろ う。
しか し， 現状 で 満 足す る こ と は で きな い

。 す べ て の 大学教官は研 究

と同時 に 教育 に っ くす責任が あ り， 入試 に 関係す る入た ちの い っ そ うの 努力と

工 夫を切 望 しな ければ な らな い
。
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